
金
滞
古
股
志
巻
十
九

町
と
並
ぺ
載
せ
た
り
。
今
此
の
町
名
絶
え
て
知
る
も
の
た
し
。
釜
し

元
織
の
頃
は
六
勤
林
の
小
名
に
て
、
長
関
寺
の
門
前
を
ぽ
呼
ぴ
た
り

け
ん
。
O
安
宅
山
長
国
寺

曹
洞
宗
也
。
貞
享
二
年
の
由
来
書
陀
云
ふ
。
蛍
時
は
玉
龍
寺
之
塔
頭
に

而
.
一
克
は
尾
州
に
有
v

之
慮
、
玉
龍
寺
加
州
へ
引
越
之
頃
随
従
設
し
、

小
松
に
罷
在
、
初
は
平
借
持
之
慮
、
玉
髄
寺
八
代
徳
岩
長
老
よ
り
智

織
持
に
成
候
。
寺
創
立
之
年
代
不
v
詳
。
加
州
へ
引
越
候
は
天
正
十
三

年
に
而
、
高
治
元
年
利
常
卿
逝
去
之
瑚
小
松
よ
り
金
滞
へ
引
越
慮
、

諦
屋
敷
不
v
調
。
共
後
玉
龍
寺
之
先
住
謀
座
長
老
よ
り
、
寺
枇
奉
行
永

原
左
京
・
篠
原
織
部
へ
委
細
断
申
立
、
則
自
永
野
百
姓
地
を
請
、
寺
港

管
仕
。
と
あ
り
。

。
賓
林
山
妙
感
寺

法
華
宗
也
。
貞
享
二
年
の
由
来
書
に
云
ふ
。
蛍
寺
開
基
自
治
、
夫
疋
十

丸
年
能
美
郡
小
松
城
主
村
上
周
防
守
よ
り
、
小
松
そ
う
け
町
民
於
て

寺
屋
敷
賜
は
り
‘
共
節
妙
感
与
申
入
、
菩
提
所
に
取
立
候
故
、
則
妙

感
寺
与
鋭
す
。
微
妙
公
小
松
御
隠
居
之
節
、
寺
屋
敷
御
用
地
に
被
昌
召

上
一
一
替
地
相
願
候
へ
共
不
v
被
=
仰
付
一
地
子
地
に
居
候
底
.
小
松
引
越

金
部
町
名
附
に
、
六
斗
林
町
の
小
名
に
‘
本
光
寺
上
，
地
町
と
い
ふ
町

名
を
載
せ
た
り
。
此
の
町
名
今
知
る
も
の
た
し
。
事
和
の
後
絶
え
た

り
け
ん
。
故
に
共
の
町
の
地
所
も
今
詳
か
た
ら
宇
。
按
宇
る
に
、
此

の
地
は
卯
辰
法
華
宗
本
光
寺
の
奮
地
・
な
る
べ
し
。
貞
享
二
年
の
本
光

寺
由
来
書
に
、
瑞
館
公
高
岡
よ
り
金
津
へ
御
越
之
時
、
泉
野
寺
町
に
て

寺
地
奔
領
仕
廃
、
高
岡
よ
り
遜
く
罷
越
、
上
り
地
に
成
、
卯
辰
山
地

子
地
に
罷
在
、
微
妙
公
よ
り
九
百
歩
奔
領
仕
。
と
あ
り
て
、
泉
野
寺

町
に
て
寺
地
拝
領
仕
る
と
載
せ
た
る
上
り
地
を
ぽ
、
後
に
本
光
寺
上
ゲ

地
町
と
て
、
町
家
建
の
地
子
地
に
成
り
た
り
し
と
聞
ゆ
。

O
し
う
め
谷
橋

金
津
橋
梁
記
に
.
し
う
め
谷
橋
六
斗
林
と
あ
り
。
此
の
橋
名
今
知
る

も
の
左
し
。
地
黄
煎
町
の
橋
た
ら
ん
か
。

O
地

賀

煎

町

昔
は
古
地
質
煎
時
と
呼
ぺ
り
。
古
地
質
煎
町
の
名
は
、
改
作
所
醤
記

に
蛾
せ
た
る
寛
文
二
年
六
月
郡
奉
行
よ
り
の
建
書
に
古
地
賞
煎
町
と

見
b
.
同
十
一
年
六
月
算
用
場
よ
り
の
建
曹
に
も
、
古
地
質
町
と
あ

り
。
ま
た
披
事
集
録
に
載
せ
た
る
正
徳
四
年
門
松
奔
領
の
費
書
K
.

於
a
古
地
質
町
端
-
可
昌
相
波
-
た
ど
記
載
し
、
明
和
二
年
山
伏
貨
高
寺
氏

金
滞
官
蹴
志
巻
十
九

O 

之
時
分
、
檀
那
共
金
津
ヘ
引
越
に
付
、
金
津
へ
罷
出
‘
泉
野
本
発
寺
地

内
に
借
地
罷
在
.
寛
文
十
一
年
寺
枇
奉
行
永
原
左
京
・
篠
原
織
部
吟

味
之
上
、
泉
野
六
斗
林
諦
地
五
百
歩
被
a
仰
付
吋
と
あ
り
。

右
長
国
寺
・
妙
感
寺
よ
り
以
南
の
地
は
、
泉
野
の
村
地
に
て
諦
地
た

り
し
ゅ
ゑ
、
延
貸
金
津
固
に
は
、
開
締
寺
・
龍
淵
寺
の
寺
地
ま
で
を
記

載
し
、
夫
れ
よ
り
以
南
は
記
載
せ
や
。

O
龍

徳

寺

町

元
総
九
年
の
地
子
町
肝
煎
裁
許
附
に
、
泉
寺
町
・
龍
徳
寺
町
・
長
園
寺

町
と
並
べ
載
せ
た
り
。
今
此
の
町
名
絶
え
て
知
る
も
の
た
し
。
元
総
の

頃
は
六
動
林
の
小
名
に
て
.
龍
徳
寺
の
門
前
を
ぽ
呼
ぴ
た
り
け
ん
。

O
雲
起
山
龍
徳
寺

曹
洞
宗
也
。
由
来
書
に
一
式
ふ
。
首
寺
恕
飽
和
倫
正
保
凶
年
に
建
立
、

開
山
は
天
徳
院
二
世
龍
陸
和
倫
に
而
、
則
天
徳
院
之
末
寺
也
。
然
成

無
檀
那
故
、
年
久
敷
無
位
に
相
成
居
候
底
.
元
文
五
年
天
徳
院
五
世

良
因
和
尚
再
興
被
ν
設
‘
共
刻
智
識
所
陀
被
=
願
上
一
只
今
智
験
所
に
有
v

之
。
寺
地
は
地
子
地
に
罷
在
。
と
あ
り
。

O
本
光
寺
よ
地
町

州
志
来
因
概
見
附
録
に
載
せ
た
る
享
和
三
年
幕
府
へ
繕
建
あ
り
し

子
地
昏
立
の
書
中
に
、
宮
樫
郷
古
地
質
町
と
載
せ
た
り
。
但
し
此
の

書
立
は
、
奮
記
に
一
擦
り
て
古
地
質
町
と
は
書
き
載
せ
た
る
な
る
ぺ
し
。

明
和
の
頃
は
地
質
町
と
呼
ぺ
り
。
抑
t

此
の
地
は
六
動
林
の
小
名
に

て
、
元
は
泉
野
村
の
地
怠
る
を
、
泉
野
の
邑
民
出
作
り
し
て
初
て
家

建
せ
し
ゅ
ゑ
、
元
は
泉
野
新
百
姓
と
精
し
‘
泉
野
の
支
村
た
り
し
か

ど
、
今
は
地
黄
煎
村
と
て
一
村
と
成
り
た
り
。
但
し
昔
は
共
の
村
地

陀
町
家
を
建
て
‘
之
を
古
地
賀
煎
町
と
稽
し
‘
郡
地
の
町
家
に
て
‘

金
津
町
地
よ
り
離
れ
た
る
地
な
り
し
を
、
迫
々
建
庚
め
‘
迭
に
町
繕

き
と
は
成
り
た
り
と
い
へ
、
倫
文
政
四
年
二
月
郡
地
の
ク
所
金
滞
町

奉
行
支
配
と
成
り
た
る
時
も
、
泉
野
村
領
六
斗
林
は
六
斗
林
町
之
内

へ
建
込
め
、
橋
よ
り
米
は
地
黄
煎
町
と
あ
り
て
、
も
と
相
劉
鯖
地
に

て
郡
地
た
り
し
た
り
。
然
る
に
明
治
十
二
年
郡
地
の
ケ
所
町
地
に
属

せ
ら
れ
し
時
、
初
め
て
一
般
の
町
地
と
は
成
り
た
り
。
按
宇
る
に
、

此
の
地
と
大
樋
町
と
は
郡
地
た
が
ら
、
昔
ま
り
町
名
に
呼
び
来
れ

り
。
高
滞
忠
順
の
金
滞
事
蹟
必
鍬
に
‘
地
質
煎
町
は
泉
野
村
の
内
に

τ新
村
同
事
也
。
吉
姓
地
・
な
れ

E
も
町
績
に
て
、
此
所
に
飴
屋
あ
る

故
に
地
資
煎
町
と
呼
ぴ
た
り
。
算
用
場
に
て
は
泉
野
新
百
姓
と
稽
す

と
い
へ
り
。
但
し
今
按
宇
る
に
、
飴
商
商
品
入
居
住
す
と
て
‘
地
質
煎

.... ，、




